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当社子会社である株式会社夢エデュケーションによる 

株式会社ギャラクシーの株式取得に関するお知らせ 
 

当社子会社であり、人材の教育･育成を主たる業務とする株式会社夢エデュケーション（以下、「夢

エデュケーション」といいます。）は、2016 年 7 月 22 日開催の取締役会において、株式会社ギャラク

シーの株式を取得し、子会社とすることを決議いたしましたのでお知らせいたします。  

 

記  

 

１． 株式取得の理由  

 

～夢真グループは、建設業界の IT 化を牽引してまいります～  

 

現在、建設業界の人手不足は深刻なものとなっており、さらに、建設就業者の 30%以上が 55 歳

以上であることから、今後さらに不足感に拍車がかかることが予想されております。対して、建

設投資額は 2010 年を底に 20%以上の回復をみせており、今後も東京オリンピック・パラリンピ

ック関連工事や、リニア中央新幹線関連工事など、その需要は一層の高まりをみせることが想定

される状況です。  

このような事業環境の中、建設業各社は生産性の向上、コスト競争力の強化、受注力の向上お

よび管理業務の効率化などを図るため、今後 IT を積極的に活用していくことが必要不可欠な状

況となっております。このことから、当社グループは、このような新たな需要を取り込み、建設

業界 IT 化を牽引していく企業となるべく、約 20 年前より建設業各社に IT サービスを提供して

きた株式会社ギャラクシーの株式を取得することといたしました。  

 

２．取得後の事業戦略 

（１）工事現場への IT サービスの提供  

建設業界は、企業内システムとして原価管理や財務会計など基幹系業務のシステム化やコンピ

ューターによる製図（CAD）など、本社機能としての IT 化は進んでいるものの、建設生産性の向

上を目指した工事現場での IT 活用はまだまだ未開の分野となっております。   



 

そのため当社グループは、工事現場の IT 化を推し進めるべく、今後下記のようなサービスを

提供していく予定です。  

 

①  IC タグを活用した工事現場への入退管理および重機や車両の搬出入管理など  

②  ヴァーチャルリアリティ（VR）を活用した完成想像図や施工方法の立体的視認など  

③  Internet of  Things（ IoT）技術を活用した建設機械や車両の稼働状況の把握など  

④  GPS 機能を駆使した施工位置や高さなどのリアルタイム算出など  

⑤  クラウドを活用しての生コンクリートの試験結果や配筋検査結果などの共有など  

⑥  画像処理システムを活用しての工事写真の自動仕分けなど  

 

（２） IT エンジニアの育成  

  当社子会社である夢エデュケーションでは、フィンテックや Internet of  Things などに代表され

る先端的な IT 知識を有したエンジニアの育成をおこなっていく予定ですが、建設業界に特化し

た IT エンジニアの育成事業もあわせて行ってまいります。  

具体的には、工事現場の IT 化に資する技術を身に付けたエンジニアの育成および建設会社の

施工管理者や技能者などに対し、様々な IT サービスの有効な活用方法などの研修を 2016 年 9 月

1 日より行ってまいります。  

 

３．株式を取得する会社の概要  

（１） 商 号 株式会社ギャラクシー  

（２） 本 店 所 在 地 東京都中央区日本橋本町一丁目 9 番 4 号  

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役 一ノ瀬 國彦  

（４） 事 業 内 容 

・建設業及び官庁向けシステム開発、販売、サポート  

・建設業システムコンサルタント  

・業務管理システム開発、販売、サポート  

（５） 資 本 金 の 額 46 百万円  

（６） 設 立 年 月 日 1998 年 9 月 1 日  

（７） 大株主及び持株比率 
一ノ瀬 國彦 56.2% 

美保テクノス株式会社 13.1% 

（８） 
上場会社と当該会社と

の 関 係 等 

資 本 関 係 
該当事項はありません。  

人 的 関 係 
該当事項はありません。  

取 引 関 係 
該当事項はありません。  



関連当事者へ

の該 当状況 

該当事項はありません。  

（９） 当該会社の最近３年間の経営成績及び財政状態 

 2013 年 11 月期 2014 年 11 月期 2015 年 11 月期 

純 資 産 22,596 千円 30,798 千円 34,832 千円 

総 資 産 117,027 千円 111,691 千円 122,682 千円 

売 上 高 140,503 千円 148,200 千円 149,780 千円 

営 業 利 益 24,999 千円 13,284 千円 9,065 千円 

経 常 利 益 21,762 千円 8,953 千円 5,097 千円 

当 期 純 利 益 21,762 千円 8,201 千円 4,034 千円 

 

４．取得株式数、取得価額及び取得前後の所有株式の状況  

（１）  異動前の所有株式数  0 株  

（２）  取得予定株式数  2,140 株  

（議決権の数：2,140 個）  

（議決権の所有割合：56.2%）  

（３）  異動後の所有予定株式数  2,140 株  

（議決権の数：2,140 個）  

（議決権の所有割合：56.2%）  

※「取得価額」に関しましては、先方の意向により非開示とさせていただきますが、独立した

第三者機関による株式価値評価書を取得しております。  

 

５．日程  

（１）  取締役会決議日  2016 年 7 月 22 日  

（２）  株式譲渡契約締結日  2016 年 7 月 22 日  

（３）  株式譲渡実行日  2016 年 7 月 22 日  

 

６．今後の見通し  

  2016 年 9 月期における当社の業績に与える影響は現時点では軽微であると考えておりますが、

今後の事業展開により、当社業績に重要な影響を及ぼすことが明らかになった場合には、速やか

に開示いたします。  

 

以  上  


